
保健師による

健康伝言板
梅毒にかかる人が
増えています！

　県内の梅毒患者報告数が例年よりも早いペースで増加しており、２０２２年は９月末時点で既に過去最多
となっています。梅毒は決して他人事ではありません。正しい知識を持って予防し、気になる場合は迷わず
に検査をしましょう。

◎梅毒とは？
　梅毒トレポネーマという病原体が性的な接触によ
り感染する病気です。梅毒はかつて国内で大流行し
ましたが、１９６０年代以降は治療薬（ペニシリン）
の普及により、拡大が抑えられてきました。ところ
が、近年再び感染者が増加しており、県内では特に
２０代の女性と３０～４０代の男性の感染者数が増
えています。

◎どうやって感染する？
　梅毒は、ＨＩＶやクラミジア等と同じ性感染症の
ひとつです。性的な接触の際、性器の粘膜や皮膚が
病変部位に直接触れることで感染します。病変部位
が口にあれば、キスでも同様です。感染力が強く、
１回の性的な接触でも高い確率で感染します。

◎どんな症状が現れるの？
　感染すると次のような症状が現れることがありま
す。症状は消えることがありますが、治療しないと
治りません。また、妊娠している人が梅毒に感染する
と、赤ちゃんに感染し、流産や死産の原因
となったり、赤ちゃんの先天性の障がいを
引き起こしたりする危険性があります。

●第１期（感染後約１カ月前後）
・�感染部位のしこりやえぐれ、股の付け根部分のリン
パ節の腫れ

※�痛みはなく、１カ月程度で症状が消えるため、治っ
たかのように思いますが、病原体はなくなっていま
せん。

▼

●第２期（感染後１～３カ月）
・�手のひら、足の裏にカサカサとした発疹、全身にバ
ラ疹と呼ばれる赤い発疹

※�この症状も自然に消える場合がありますが、病原体
が全身に運ばれており、治療をしないと危険です。

▼
●第３期（感染後数年）
・皮膚や筋肉、骨などにゴムのような腫瘍
・脳・心臓・血管等の病変
※�治療をせず放置し続けると、死に至る場合
があります。

◎ 梅毒は感染していても全く症状が現れないことが
あり、気づかないうちに感染をひろげてしまう可
能性があります。

◎梅毒の予防と検査について
・ コンドームを使用しても１００% 防止できるわけ

ではありません。不特定多数の相手との性的な接
触は避けましょう。

・ 現在は特定のパートナーだけでも、過去の相手か
ら感染している可能性があります。血液検査を受
けて、感染していないか確かめておきましょう。

・ たとえ症状がなくても、感染が気になる場合は、
保健所にて無料・匿名で梅毒検査を受けることが
できます。検査日・受付時間等は決まっているた
め、保健所に電話で確認し、予約してください。

検査・問合せ先  

西濃保健所　☎ ０5８4-７3-１１１１　（内線 ２７6）

２月の休日当番医予定表

月 日
当番医の医療機関名

所在地 電話番号
（０５８５）薬局名

２

５
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１
日本調剤三輪薬局 ２３－０８４７

１１
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１

サンセイ調剤薬局揖斐病院前店 ２２－５９８０

１２
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１

ピノキオ薬局三輪店 ２１－０２２９

月 日
当番医の医療機関名

所在地 電話番号
（０５８５）薬局名

２

１９
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１
こころ調剤薬局 ２１－１１８９

２３
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１

たんぽぽ薬局揖斐店 ２１－５０２１

２６
揖斐厚生病院 揖斐川町三輪 ２１－１１１１

サンセイ調剤薬局揖斐病院前店 ２２－５９８０
※診療時間／午前9時～午後3時
※�都合により当番医が変更になる場合があります。あらかじめ電話でお確かめのうえ、受診してください。
※健康保険証を必ず持参してください。
※�休日在宅当番医は町ホームページまたは岐阜放送のデータ放送でも確認することができます。
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